
人権教育講演会             ～１２月１日（金）～ 

心に残るヒーロー 
 
 新年早々、元中日ドラゴンズ監督の星野仙一氏が７０歳の生涯を閉じられたとの報道がさ

れました。ドラゴンズが２０年ぶりにセリーグで優勝を決めた一戦で、胴上げ投手として、

星野仙一投手が宙に舞った姿は、今でも自分の脳裏に焼き付いています。 

 優勝から４０年以上が経過し、年も取られましたが、星野投手と私の年齢差はいつまでた

っても変わりませんから、私が何歳になっても、星野仙一投手は永遠のヒーローなのです。 

 中学生・高校生の頃は、感受性が豊かな分、誰かの言葉や姿、歌に励まされたり、元気を

もらったりする機会が必ずあるものです。 

 中学生の皆さんの今のヒーローは？保護者の皆さんの昔のヒーローは？  

（ 市川裕一 ）                                 
 

 

 

 

 

12月１日（金）、緑オリーブ法律事務所の間宮静香弁護士をお迎えし

て、「いじめのこと、本当に知っている」というテーマで講演していた

だきました。クイズ形式で講演が進み、生徒たちは話に参加しながら、

いじめについて学んでいました。いじめの構造には、被害者・加害者・

観衆・傍観者の４種類があり、これらが合わさると非常に大きな事件に

発展していくことを、ドラえもんの話を基に大変分かりやすく説明され

ていました。また、いじめを受ける側の心として、孤立化（ひとりぼっち）、無力化（力がなくなる）、

透明化（状況が見えなくなる）と段階的に落ちいってしまい、最悪のケースでは自殺の可能性がある

ため、早い段階で相談することや、周りが気付いて声をかけてあげることが大切であることを話され

ました。さらに、いじめをする側の人は、心の中に問題を抱えていることが多いそうです。しかし、

いじめをすることでは問題の解決が図れないため、間宮弁護士は改めて、いじめからは何も生まれな

いことを訴えていました。具体的な事例を挙げながらお話をする内容に、生徒たちは身近に起こりえ

るいじめの実態を、肌で感じることができました。 

 
 
生徒の感想より 
 
・ 「いじめはよくない」とみんな言うけれど、私は「いじめ」と「いじられている」の境界線
が分からなかったし、どうしてそんなことをするのかもよく分かりませんでした。しかし、今
日の講演会を聞いて、どうして（いじめが）起きてしまうのかも、なぜよくないかも知ること
ができました。今日は本当に考えさせられるお話でした。 

・ 自分がいじめていると自覚がなくても、相手はいじめだと思ってしまうと聞いてとても驚い
た。しかも「うざい」や「きもい」という言葉が相手を傷つけていることもあると知って、自
分も言葉に気をつけようと思った。また、怒って人を傷つけたり自分を傷つけることがあると
しった。私も、イラッとした時には「６秒ルール」を使って、元の自分を取り戻して、怒りに
支配されず、自分が主導権をもって、怒りをコントロールできるようになりたいと思った。そ
して、「チクる」と「相談する」は違うことも知って、相談することは大切だと思った。 

・ 講演会を終えて、僕は胸に手をあて考えました。僕はいじめを本当にしていないだろうか、
と。思い当たることはありませんでした。ですが、観衆や傍観者としてみていたかもしれませ
ん。なので、今日からいじめが起こっていたら、とめに入りたいです。また、クラスで 1人で
いる人がいたら、声をかけてあげたいです。 

 

 学 校 通 信        

   

       平成３０年１月１９日 

                                     名古屋市立城山中学校 
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教育相談       １月２９日（月）より 

 

 

 

 

各学期に行っている教育相談は、今回で３回目となりました。普段なかなか話すことができないこ

となどについて、担任と生徒とが落ち着いてじっくり話すことができる絶好の機会です。教育相談前

には事前アンケート用紙に話題にしたい内容や相談したい内容なども記入してもらい、相談を充実し

たものにしています。また、同時に行っているいじめアンケートの内容についても、必要に応じて話

をしていきます。生徒一人一人が安心した学校生活を送れるように、対話を大切にしながら進めてい

きます。 

 

 
 
分かるって楽しいな 

～ 特別学習講座「学びタイム」から ～ 
新学期に入り、気持ちも新たに頑張っています。昨年 11月から後

期がスタートし、一緒に取り組むメンバーとは顔なじみとなり、どの

学年でも一体感が生まれています。後期から始まった一年生でも、和

気あいあいと仲良く取り組んでいます。どの学年でも、分からないと

ころがあるとすぐに周りに聞いており、学びの輪が広がっています。

これからも、分かる楽しさを味わいながら進んでいきます。 

 
気になることが分かります    

～ 生徒会活動、目安箱の取組から ～ 

生徒会では目安箱を設置しています。学校生活を送る中で、浮かん

でくる疑問を紙に書いて目安箱に入れておくと、掲示板（現在は北校

舎一階）に、生徒会執行部からその返答が掲示されます。生徒会で

は、このような取組を通して、生徒会の取組を知らせるとともに、生

徒会活動への理解を深めてもらい、どんどん生徒会活動に参加してく

れることを願っています。 

 

旗の１つ１つに想いが込められています  
～ ING（いじめがない学校）キャンペーンの取組から ～ 

12月最初に行った人権教育講演会をかわきりに、INGキャンペーン

を行いました。風紀委員会が中心となり、毎年恒例となる城山中オリ

ジナルのメッセージ入りののぼりを立てたり、横断幕を張ったりし、

キャンペーンを盛り上げました。朝の正門前では、風紀委員の人たち

が登校してくる人たちに、かわりなく元気なあいさつをしていました。 

。 
  

 

《今後の主な行事予定》 

 

１／２4（水）・２5（木） ２年職場体験学習 

１／２９（月）～2／２（金） 教育相談 

・ ・３年は 30（火）まで 

１／31（水）～２／5（月） //３年個別保護者会 

２／ １（木）  私立推薦入試 

２／7(水）~9（金） ///私立一般入試 

２／２１（水）  市立特別支援学校選考日 

２８（水）  ３年生を送る会 

３／ ６（火）       卒業式 

   ８（木）・ ９（金） 公立一般入試（Ｂグループ） 

  １２（月）・１３（火） 公立一般入試（Ａグループ） 

１３（火）       ２年薬物乱用防止教室 

１６（金）       １・２年授業公開 

１・２年学級保護者会 

  ２０（火）       生徒会立会演説会 

  ２３（木）       離任式・修了式 

平成 29年度 城山中学校努力目標「たくましく生きる城中生」に向けて 

 


